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概要

最新の活用状況・標準化状況に合わせ、内容と章構成を見直し

1. v2.2では３つあった通信方式を方式A（Wi-SUN IP）のみに変更

2. 方式Aの中で以下の個別プロファイルを規定
• シングルホップスマートメーター･HEMS 間推奨通信仕様

• いわゆるBルート 向けプロファイル
• マルチホップホームネットワーク推奨通信仕様

• 一般的なHAN向けプロファイル 
• スマートメーター・IoT ルート無線端末間推奨通信仕様

• いわゆるIoTルート向けプロファイル 

3. 最新仕様との完全な同期を目的に、Wi-SUN HAN仕様書をそのまま付録と
して掲載し、各項目は付録をポイントする形式に変更
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→更新する⽅式に合わせ
て⾒直し

上記4章削除のため、本章を
4章として、 ⽅式Aの各部分
を付録 Wi-SUN HA仕様書の
該当部分 を参照し、
4.1−4.5章を作成

5.9 Bルート
→4.6として付録 Wi-SUN 
HAN仕様書の該当部分 を
参照

5.8 シングルホップ
→削除

6. ⽅式B：ZigBee IP
→削除

7. ⽅式C：Wi-SUN Non-IP
→削除

⼀般的なHAN
→4.7として付録 Wi-SUN 
HAN仕様書の該当部分 を参照

IoTルート
→4.8として付録 Wi-SUN  
HAN仕様書の該当部分 を参照

マルチホップホームネットワーク推奨通信仕様

付録：Wi-SUN HAN仕様書(2v10) 追加

付録 Wi-SUN HAN仕様書
に記載のため削除

スマートメーター・IoT ルート無線端末間推奨通信仕様


